
1補助第８３号線（十条Ⅲ期）の計画概要

【補助第８３号線とは】

 北区滝野川二丁目～北区赤羽西三丁目

 延長約２.６㎞の都市計画道路

【今回の対象区間（十条Ⅲ期）】

 環状第７号線～JR埼京線高架下

 延長約４９０ｍ、幅員２０～３０ｍ

※車道、歩道と自転車通行空間等、詳細な断面形態は、今後実施する測量
を基に、関係機関と協議した上で決定します。
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【標準断面イメージ図】



2補助第８３号線（十条Ⅲ期）の現状

狭い歩道

狭い歩道

自転車と自動車の混在

環七交差点の渋滞

■歩道が狭く電柱も立ち並んでいるため、有効幅員１ｍも

満たない区間あり

■自転車通行空間もないため、自転車と自動車が混在

■環状第７号線との交差点は、右折車線がなく渋滞が発生



3補助第８３号線（十条Ⅲ期）の課題

大きな
高低差

都市計画道路と宅地間に大きな高低差が生じるため、処理が課題となる

大きな
高低差

補助83号線（十条Ⅲ期）の特徴として、現

在の都道と、西側の宅地に高低差があります。

環状第７号線の北側に行くにつれて、沿道

との高低差が大きくなっていきます。

八幡山児童遊園の階段付近では、沿道との

高低差が最も大きくなっています。

現況道路と沿道宅地との高低差が大きい場

所では、現況イメージのとおり、都市計画道

路の整備を行うことによって、道路と宅地間

の高低差の処理が課題となります。

八幡山
児 童 遊
園

現況道路

大きな高低差

現況イメージ（横断図）

都市計画道路区域
補助83号線



4高低差処理方法について

大規模な土留め擁壁

生活道路の分断

都市計画道路区域
影響範囲

現況道路

都市計画道路区域
影響範囲

現況道路

高低差が生じる

生活道路のすりつけ

沿道を含めた一体的整備の検討区域

都市計画道路区域

現況道路

宅地造成

生活道路のすりつけ

適切な規模の土留め擁壁

① 都市計画道路整備（生活道路分断）

② 都市計画道路整備＋生活道路すりつけ

③ 都市計画道路整備＋生活道路すりつけ＋宅地造成

〇大規模な擁壁が建つ

〇生活道路から都市計

画道路にアクセス不

可

〇大規模な擁壁が建つ

〇宅地から生活道路

にアクセス不可

〇これまで通りのアク

セス機能を維持する

ことが可能

〇宅地造成のための

一時移転が必要



5

高低差
約3.0m

高低差
約3.0m

高低差処理による影響範囲

《現 状》

《擁壁整備後》
都市計画道路（補助83号線）生活道路のすりつけに伴い、平坦な宅地をひな壇状に

造成し建替えが必要となる場合があります。

高低差処理方法について

・①は、西側沿道と都市計画道路の境に大規模擁壁を設置

→ 都市計画道路にアクセスできなくなる

→ 緊急車両の通行等に支障をきたす

・②は、宅地と生活道路の境に大規模擁壁を設置

→ 生活道路にアクセスできなくなる

都市計画道路整備＋生活道路すりつけ＋宅地造成

・③は、生活道路から都市計画道路にアクセスが可能

かつ、宅地から生活道路へのアクセスも可能

■断面イメージ



6事業手法の検討

7.5%

14.2%

13.2%

21.7%

25.5%

4.7% 13.2%

0年以上10年以下 11年以上20年以下
21年以上30年以下 31年以上42年以下
43年以上 不詳
登記情報なし

築年数別

・築31年以上の建物が約5割

・旧耐震の建物が約3割
東京都平均を上回る数値となっている。

【地域課題】

狭隘な生活道路

生活道路は幅員４m未満の狭隘道路が多い

私道が多く、分筆されていない箇所もある

老朽化した住宅地

・築年数が経過した建物が多い



7事業手法の検討

・生活道路から都市計画道路（補助83号線）にアクセスが可能

・生活道路の整備とともに宅地整備が必要

【都市計画道路整備＋生活道路すりつけ案＋宅地造成】

【地域課題】

狭隘な生活道路

・生活道路は幅員４m未満の狭隘道路が多い

・私道が多く、分筆されていない箇所もある

老朽化した住宅地

・築年数が経過した建物が多い

高低差処理と合わせて地域の課題も解消できる事業手法

土地区画整理事業

・私道の公道化
（下水道の公共管理）

・無電柱化の推進

・生活道路の4m拡幅
※建替え時には4m道路に接道している必要があります。

・補助第８３号線への
アクセスを維持

地区全体の防災性向上

想定範囲

※想定範囲は今後の測量結果等により
変更が生じる場合がございます。

整備する生活道路
都市計画道路

凡 例

高低差処理が必要
とされる想定範囲

土地区画整理事業
の想定範囲

（地域課題と高低差の解消）

土地区画整理事業による整備効果



8都市計画道路整備（生活道路分断）

・補助第83号線と西側の宅地の間は擁壁で整備します
・緊急車両は補助第83号線から直接アクセスすることができません

◆全体のイメージ

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



9都市計画道路整備（生活道路分断）

・高い擁壁が建つことになります

◆補助第83号線と西側宅地の間の擁壁イメージ

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



都市計画道路整備＋生活道路すりつけ
10

・補助第83号線と西側の宅地の間は擁壁で整備します
・既存宅地の地盤面と生活道路に高低差が生じ、生活道路にアクセスできません

◆全体のイメージ

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



都市計画道路整備＋生活道路すりつけ
11

◆生活道路を拡大したイメージ

・既存宅地の地盤面と生活道路に高低差が生じ、生活道路にアクセスできない

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



都市計画道路整備＋生活道路すりつけ＋宅地造成

◆全体のイメージ
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・生活道路から補助第83号線にアクセスすることができます
・宅地から生活道路にアクセスすることができます
・西側の宅地の一部で、宅地造成が必要となります

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



13
都市計画道路整備＋生活道路すりつけ＋宅地造成

◆生活道路を拡大したイメージ

・各戸と前面道路（生活道路）の高低差をおおむね揃えることができます

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。



14
将来イメージ（高低差処理に伴う宅盤造成）

◆将来イメージパース

※道路の幅員構成は、今後関係機関と協議したうえで決定します。

生活道路③



15
参考事例（田端地区）について（1）

◆高低差処理に伴う宅地造成
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参考事例（田端地区）について（2）

◆高低差処理に伴う宅地造成
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参考事例（田端地区）について（3）

◆高低差処理に伴う宅地造成

ゆるやかな区画道路に 着々と工事が進む

現在の整備された地区

傾斜地の宅地造成工事の過程

1.事前調査
造成前にボーリング調査を実施します。

2.造成工事
造成工事は十分に転圧して盛土地盤を完成させます。

3.造成後の確認調査・報告
造成後に造成地盤の確認調査を行います。
宅地地盤の調査結果を権利者の皆様に報告します。

施工手順
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タイプライターテキスト
土地区画整理事業の移転と補償








